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堺中央キリスト教会
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主　催　　日本メノナイトプレザレン教団　常任責任委員会

ミッションサポートチーム（MST）事務局



役員リーダー研修会等成長研修会説教Note

rゲストからホストへ」
2016／06／25

星田チャペル　田中芳文

はじめに…

1．「皆がお客さん」「サービスを受けるのは当然」「クレーマー」「皆がコメンテーター」

2．CS（Customersatisfaction顧客満足）という考え方

3．「お客さん」からの脱却

4．「仕えられる者」から「仕える者」へ

鴎
1．マタイ　20：26－28（ルカ　22：26－27、マルコ10：43－45）

「26あなたがたの間では、そうではありません。あなたがたの間で偉くなりたいと思

う者は、みなに仕える者になりなさい。27あなたがたの間で人の先に立ちたいと思う

者は、あなたがたのしもべになりなさい。28人の子が来たのか、仕えられるためでは

なく、かえって仕えるためであり、また、多くの人のための、購いの代価として、自分

のいのろを与えるためであるのと同じです。」

（1）「偉くなりたい者」「人の先に立ちたい者」

（2）「仕える者」「しもべ」

（3）イエス様がモデル

2．マタイ　25：44－45

44そのとき、彼らも答えて言います。『主よ。いつ、私たらは、あなたが空腹であり、

渇き、旅をし、裸であり、病気をし、牢におられるのを見て、お世話をしなかったので

しょうか。』45すると、王は彼らに答えて言います。『まことに、おまえたらに告げ

ます。おまえたらが、この最も小さい者たらのひとりにしなかったのは、わたしにしな

かったのです。』

（1）誰に対して仕えるのか？

（2）「もっとも小さな者」に仕えること

（3）主に仕えるということ

（パウロの言葉）使徒の働き　20：35

「このように労苦して弱い者を助けなければならないこと、また、主イエスご自身が、

『受けるよりも与えるほうが幸いである』と言われたみことばを思い出すべきことを、私は、

万事につけ、あなたがたに示して来たのです。」
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分科会［主要テーマ］
大阪北部地区
大阪南部地区

中国地区

（1）「献金てなんだろう」
・信仰生活に於ける献金の意味と、信徒としての自覚と恵みを考える

（2）「会計担当者の集い」
・会計担当者の会計実務の現状を分かち合い、事後の対応について話し合う

（3）「教芸での結婚への取り組み」
・次世代のクリスチャンホーム誕生の為、皆で取り組むべきことは何かを考える

（4）「教会運営を支える信徒になる」
・教会運営を支え、健全な信仰生活の為に、番人が持つべき姿勢を話し合う

（5）「家庭での夫婦の役割」
・円満なクリスチャンホームの為に、夫婦としてそれぞれに心掛けることを考える

乗海地区テーマ

「役員の資質・霊性・役割とは」
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2016年度MB教団役員・リーダー等成長研修会分科会記録

霊　開催場所：武庫川

嶋　グルーー一丁　献金′）て何だろう？

■　分科会進行役　二　本相見（武庫川）

嘉　記録係　三好兄；二束雇用）

■参加者　本村軋（武庫川），宇田拝見了石橋上西柑姉（武庫川），浜島兄（武庫川），

三好軋（武庫川上山下虻（武庫川）

（1）メンバー紹介

＊　宇田靖兄（石橋）

＊　山下兄（武庫川）

＊く　西村姉（武庫j吊

＊巨　属島兄（武庫川二王

「′レタイムで武庫川教会でご奉仕：、

武庫川教会で映像のご奉仕ぐ．

＊　三好兄（武庫j吊　障害を持っていますが，仕事を頑張っている

＊　本村兄（武庫′j旧

（2）主要テーマの選択…①献金とは何だろう？

＊　会堂献金と教会：、

＊　会計しかでき畑′、が、献金袋直中に目的を書いた1枚の紙を入れるLT以前は，他教軋こいて

聖書ノ主立ことばによって献げていた。給料の変動で10分のlはきつかったが，献げろようにし

い、、た．
＿一一■‾　ヽ

＊　献金‖仁丹ン巨て儀巨ているときはあったが，10分の1は努めて献予てきたこまた，月初に

献げるようにしていた・，現在は，自覚と祝福で献げていることが主流だと思う二

王：巧初裾二献げろよう心溝†ている（．

＊　いろいろな教団によ／．jて献げ方が違う‥．

（3）今後取り組もうとしていること

＊　献金とは，祈って祝福してくださる神様に献げろ打力だと瞥与、

＊巨　献金と鳥喜んで献げろものだと思う

＊　献金とは，神様へこり献身の1ってある丁、

当て　災いノ）事態が起こったとき，神様が守ってくださったことを感謝して献げるも【／）だと瞥う▲

＊　本［上参加され．ていノ里、教会も裾上献金などいろいろな問題もあり，参加しにくいこと手譲る

上）二∴その教会のために祈っていかないといけない

（4）教団への要望

＊　困っている教会／・、、（フ）援助と計画的なサホ一十、が必要だと思う－、（キャラバン伝道）
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2016年度　M8教団　役鼻・リーダー等成長研修会　分科会記録

■開催場所　　武庫川教芸　2階　母子室【2016年6月25日】

靂空些二才野分鱒．＿∴∴∴＿＿＿＿＿＿＿＿h姜亭主撃望草野垂足

義分科会進行役：　　　　井上兄

皇室知メンバ嶋：　　　　以下のとおり

■記録係：　　　栗栖兄

1）メンバー自己紹介（2分以内）

井上正弘兄（司去）尼崎教芸：現会計担当

谷口信祐兄

谷雌宏幸兄

浅原岬彦兄

寺谷耕＝兄

吉岡純子肺

葉楢　葉（記）

OBC：世話人：会計担当

恵みの丘教会：現会計担当

石橋教芸：現釜計担当

グレースセントラル子軒批現芸計担当

武庫川教芸：現会計担当

MSTノ／平野教芸：現芸計担当

2）主要テーマの選択②「会計担当者の集い」
芸計担当者の芸言†実務の現状を分かち合い

教芸献金には一般（礼拝・月定・感謝・特別）献釜と芸望指定献金があり、
芸堂を改修した事もあり，、芸望指定献釜に重点をおいている。（教壇への十分の－献金減少）

月定献釜の磯、約束（指定）献毒を用いて、宣教師など他の奉仕者がささげられている事に感謝

教会矧こおけるお盆の流れが解る事で、教会の中身がわかった

収支決算で赤字年度は積立蓋を取り崩して過ごしたガ、、将来の事を考慮するとできる事なら
積立釜を駅

芸言†担当の奉仕に携わってから、何定となく神様の恵みを覚える機芸が与えられて感謝でした

予算作成時の焦点は、昨年雷の予算実行率も考慮している

献釜額を考零して見ると、＿．努会員の年齢構成を考慮して、60歳代がピークであった

教芸予算作成にあたり、、牧師給と伝道章を削るのは、最後にしている

赤字予算を提示した時に役員のみなさんから怒られた「しかし赤字予算を提示する事も大切」
逆に赤字予算を素直に提示したら、よき王里解者が現れ、黒字決算になった事もあった

芸計担当者は、献金額から信徒さんの私的（生活）情報まで把握する事がある

伝道費と．＿＿封可であり、何にお金が使われてよいのか？ 

伝道費 �伝道会費月、ノ㍗守、ノて・守一てクー費用、教会案内で㌦友費ブ 

教育費 �教育講演会、敦 �頚．舶隼、よきおとずれ �紙代など 

eS費 �教芸才叛凍直上教材費用、キヤンフ祁 ��脾j　他 

広宣費 �潮藻十‥悠通． 　　　　／ l �費工含むソ ） 
了の参加費用について、教芸から一部支援しそいる（できる 
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CS教師が享けプ〇補弧の為に献釜の募集（案内）をしている

お釜の出し入れについて、、アナログがベストではないでしょ
盗難を考慮するべきであり、教会には現蓋を置かない方が良い
（以前、石橋教会で金庫が盗矧こ合しほしだが、現釜類は岬切無く被害額は〇円でした。金庫物損のみ）

礼拝献釜など規蓋を扱う場合、担当者は鵬人で行うのではなく、複数人でチェッつし芸う方が良い

現釜は聖日中に勘定を終わらせ、帳簿に記入後、しかるべき場所に保管すること

小さな教会では芸計奉仕を手伝ってくれる信徒を探すのも苦労である

育成について

芸訂奉仕者を育て・継承していく事が大切である事は解っているが、成りてガ少ない

芸言†担当者は、献金額から信徒さんの私的（生活〉情報まで知ってしまうので、怖いからできれば避ける

個人的な伝承では、本来間違っているやり方も気付かないうちに伝承されてしまう

仮払いについて
教芸活動である事が明確に解る領収書が必要である（個人の為の領収書にならない横に特に注意）
牧師の収入の一部で無い事を税務署に明確に示す事が大切である
牧師給与を判断された場合・、源泉領収が必要になり、修正課税する事になる恐れあり

税務署は源泉徴服をメインに監査が入っているので、注意してもらいたい

教団内で芸訂ソフトを統一化する事があれば、従う事もあります

3）今後取り組もうとしている事【上記の同港の解決策、新しい試み】

芸言†奉仕者の後継者作りが大切である

芸計フ〕巨∴マ正、を教圧の統…様式にすればより簡単になるのでは

リスクヘッジ、危機管王豊を強化する（個人・教芸共に）

教団から提示されている指定もフォーマットを利用する事により、教芸会計が統一されるのでは

4）教母への要望

教団規程にある牧師給与のあり方を10・20年後を見据えて検討していくべきでは？

予算案作成時、芸言†担当者が叫人で悩む場合など、教団側と協力してできることもあるのでは？

寄教芸会計をスム了三省こかつ明瞭にする為には、共通のフォーマットで会計処理できる様になれば？

会計担当者（将来候補含む）のみが集い、教母が教会芸計に関するセミトを実施しては？

共通のフォーマットによる芸計処理の勉強芸開催など

5）その他（研修会の開催の内容、日程等思いを気の付くままに）

話し合う時間切れ
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2016年度MB教団役員・リーダー等成長研修会分科会記録

■　開催場所：武庫川

嶋　グル岬フ　教会二リ璃吉婚ゾ）取り組み

義　分科会過行夜　宮定見（武庫川）

義　記録係：車牒兄上武笹川）

嶋参加者　阿部兄磯庫川），柏木遣妬く石橋、上中田兄（武庫購，西原兄（武庫畔上

宮尾根武庫川上笹田神′学生

（1）メンバー紹介

＊　西原兄（武鼠明　CS担当　も5年以上教会学校，家族で参加、

＊　宮尾兄（武庫川）教会字軋中軋大人クラス。朝8～9時には末信者向けもあるこ結婚は，

筍りに教会が無かった力で，何か取り組みができたら良い〔りだが‥・、、風花ちゃんのために

＊　笹岡神学生　　　教会の役員の勉強をしている　結婚についてだが，同じ年の男性が現実

に宵闇帰こいプ封■∵理想と現実のギャップに戸惑っている｝

＊　柏木遺姉仁石橋′）　54年前，H．フリーゼン師に導かれて石橋教会へ行くようになった丁、現在

は，ミッションサポートチームでご奉仕をしている。かつてはCさ揖－）ご奉仕もし、結婚式を見て

感動した沃し∴相手がいなければ独身！ン考えていた。現在，孫6人。信仰継承を今願って

いろこ結婚用手相眞補として，紹介すること十三とてもできない。

ヽI′
ノlヽ

ヽレ
′1ヽ

中田兄（武庫．岬　若い人たちの出会いの場を設定したい二

阿部師（OBC牧師1・河内長野（二65歳）†小牧（8年ト→OBC（1年冒）。阿部あゆむ（恵みジ二′｝

丘）を繋いだしっも近放伝だった

（2）主要テーマの選択…教会の運営を支える信徒

＊　出会いは教会封取り組みが必要∴牧師とのやりとりr．．他教団の女性を連れてくる；近放伝い

＊　友だちとの出会いからクリスチャンになる。

＊　キャンプでは難しい場合がある二一一長……一一一短ある　キャンプスタ、ソフとして参加している中で勘

出会いもある．．

＊　未信者だったが，強固な彼女に負「ナた感じ・。チビ享．）ができたときに教会に通っていたので，

良かった上野っていた：，

＊　弓寅い信仰を持っ」とは言うが，信仰を持って乗り越えることが出乗るかどうかが不安二．．教会で

勘取り組みが必要である。

＊　教団で再婚活ノ、一千十があると嬉しいか？

一一・・・一、参加しないことが多い。特に女性が集まらない。

＊　3し）歳ぐらい言なって近放伝に登録するとき，条件を考えてしまう。神様（7▲）導きが必勢．：

＊　紹介したこと右耳）るが，1回で終わってしま／つた。紹介するのが難しい。

＊　鉦然なレバノン肯触れ合い山場が必要畑弓か？他（り目的で集まれるような集いを教田で設

定したらどうか－？1泊2日ソ．）スノーキャンプもそうだった二
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（3）今後取り組もうとしていること

＊　複数の若い人た手工り食事をする場を設定する，

＊　食事会か初琉て卯場合もある。声かけ役が必要。

＊　食事会に魅力を感じ姑、人のための個人的な出会い〝j場が必要，家庭に呼ぶとか…

」′
′lヽ

J′

うヽ

誰か（7了お軋、予トラ蹴；、、クリスチャン・ノンクリスチャンの区別も繋ぐ、抵抗も無くて良いノ

公的な幸）の、私的な恒）を問わず、いろいろな取り組みを考える。

→公的煩．言り（り中に、個人を受け入れる二：（改革案、）

例えば、キャンプ中に小さなコミュニティを作る二

＊　故意人キャンプを出会いの場にしたいという目標があったが、その昔区を出さないよ〕にしたtJ

ニノ：一世Lり

魅力

ヽ！′

1、

＼j′
′lヽ

A B言∴Dに適したサボ押上が必要、

・自分に自信のある人は、Aだと思っている了で、B

やeJj方には進まない

・スキーキャンフ、スポーツキャンプ、山登り

・家庭，CS

深　・別れても大丈夫な出会いで学ぶ。

信仰の深さ

いろいろなアクシデントやドラてがあるこノ

・公の中にも個人を入れた取り組み二

相手U．）ことを思って祈る．ニお互い（ノ〕名を出して祈る二

㌦、、ったいごり⊥ようにして信仰と祈りを伝えるか？

＊　eS、中高生、男女別て温度差がおろ

＊「手をつなぐ」再意味かウ

（4）教団への要望

＊く　信仰と祈りを土台とする結婚り

雪く　繋がりや積み上げがスタートできるように、おしゃれが出来たり、抵抗無く参加できる企画∴

…一言お祝い六一鵬テ十　こじつけバ岬ティ了教団成人式了超教派成人式」など良い甘）では？
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2016年度MB教団役員・リーダー等成長研修会分科会記録

義　開催場所　武寒川

義グ車岬∵プ　教会功軍営を支える信徒

■分科会進行役：′宇田義兄（石橋）

■記録係：桜井姉（武庫川）

義参加者‥宇嵩義兄｛石橋上河内如武庫棚，桜井姉（武庫川上渋谷姉属庫川上

寺谷舶グレー一里セントラ′レナキ′ベルト藤川紬（武庫日日

（1）メンバー紹介
、レ
′lヽ

、t．一

1ヽ

字出講兄‖封酎　教会運営を支えること：ニ興味がある。意見傾聴〕

寺谷姉（グレー㍉スセントラルパ　教会運営を支えることに興味、奉仕，意見，意見傾聴

＊　河内姉（武庫j吊
ヽし
1ヽ

＊

渋谷姉（武庫日日　教会運営を支えることに興味がある。

桜井姉磯庫神　教会運営を支えること；こ興味があるし，今後什ノ奉仕のあり方について，他

教会fノ）意見傾聴ニ

＊藤川姉（武審理　教会運営を支えることに興味がある。今後の奉仕のあり方について，他

教会の意見傾聴

（2）主要テーマの選択…教会の運営を支える信徒

＊　高齢化への取吊温み

駅へ叫去蓮，長期欠席者（病気など巨＼ゾ■）訪問∴週報を届ける，祈り＝

自主活動で再未信者の導き方

自主活動かっ自主活動へお誘いや参加を通して，交わりを深めてから，集会、礼拝′・、（ノ・）お

誘い

各年代庵巨、、山関わ隼芳

人数が多いとどうしてL各年代に分かれるこれは仕方のない（受け入れる）ことで，各人が

それぞれG～、せ場を適して交わっていくことで甘t・

＊　教会の常駐者再恩恵は大きい．′

（3）今後取り組もうとしていること
一触ヰ（2）に準じる．、

（4）教団への要望

＊　ファミリーヰヤング直今後の予定は？
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2016年度MB教団役員・リーダー等成長研修会分科会記録

■　開催場所．武寒川

■　グ′レ一一フ　教会用筆宮を支える信徒忠

義　分科会進行役　・－）

義　記録係・り

曽　参加者　　り

（1）メンバー紹介・‥簡単に自己紹介をした

（2）主要テーマの選択教会の運営を支える信徒

．支え疲れしないために

＊　複数（り信徒でグ右亮ン仏十・山致。

＊　自分がしなけれ悠…と思わないことこい圭アリの2：8西封町）

＊　義務感から（力兄姉へノ′）裁きや批判的なことをやめるLJ

日．何があれば支えになるか？

＊　支えるには数日文節を愛する人絢が必乳

車　思うより実行ナる二王

＊　牧師による家庭訪問。

＊　交わりから離れていろ信徒に対するフォローアップ」．

貢上旬が出来るか守

＊　自分ソ）賜物は何十？

＊　何でも牧師に任せる理はダ木予めしもべ会で議案を作成して一冊一緒に考える二

＊　支え続けるたれノ’〕継続性として，

主∴礼拝を欠席しないこと

莞献金を献昌㍉ミニと

（3）今後取り組もうとしていること

＊

JL
′1ヽ

喜び溢れた信仰生活こ、

支え合与．

＊　魂跡救い

＊　解決される車はイエス様、

＊　今巨㍉ここに来られたことに感謝。

（4）教団への要望

特になし

9



2016年度MB教団役計リーダー等成長研修会分科会記録

義　開催場所：武寒川

義グ′レ十ノ▲‘家庭（教会）における夫婦の役割

■分科会遅行夜：佐野王妃（恵みの丘）

■記録係：脇坂圭兄U石橋）

義参加者　有数射出石橋），佐野霊山恵みの丘上堀端射武庫川上吉田欄（尼崎），

脇坂対日、石橋）

‖）メンバー紹介‥・各凱簡単に自己紹介をしたて二」

（2）主要テーマの選択‥・家庭
＊

＊

自営業ゾ〕ため∴鳥時間いつも鵬結石

自営業だが，食事やお風呂などの連絡丁号一斗＝しかし，メ肘ルは大事な話には使わないニ

＊「家出教会」を如上家庭だけでなく．教会にご奉仕）夫婦で役割分担している。
－≠－ナ伝道計的軋十家の教会」はいい

＊　夫婦共働きか十で，外食が増えるが，それが良い交わりや良い息抜きになる。旅行やペット

など息抜きヰノ大切

＊　チビももー緒に出掃い封L持て

＊　サスト→ホスト了＼，家庭での役割分担羊‥五切だと思う。

・叫｝役割分担，息抜き，多様性をバランスよく受け入れる。

（3）今後取り組もうとしていること

率「家出教会」

食材等を持ち込み、ホトラック形式）で，新しい方や求道中の方々も含めた食事と交わりの

会＝礼拝び〕分かち合いも行う、二

＊「オート一・・・・プンチャーチ；

酎曜日の午按に，近隣の方／畑こ案内を配布して教会の活動を紹介するこ了伝道会予告教

育講演会」より，重く克くて良い，、

「各種教室了自主活動」「セルグループ」

教会行事に出演したり，牧師や教会員伊サボ一斗が必要∴かし，棄信者の方々が求める

も拙nlつでし柚，魅力的∴武庫川教会苫ほうに，牧師以外しリスケゾフが月曜日以外常駐

ていることは大きい。

弓く　r甘eb委員会．

負担が大きいし隼ぐ，継続するには人が必要二，

（4）教団への要望

＊実際は、旭のナ肘マを第1希望にしたメンバ一一が大部分だったが，第2希望のテーマに回さ

れたたれ消化不良気味だった・′無理して5テーマに分けなくても良かったのではないか？

10



2016年度大阪南部地区　役鼻・リーダー等成長研修会分科会

2016年6月25日

（彰献金てなんだろう

参加者：田畑歩兄（いずみ）・戸川ひとみ姉（河内長野）・杉山卓見（寝屋川）

折口光兄（堺中央）・石賀満師（河内長野）

・献金の前に感謝の聖句

・教会運営の赤字

・人の昌を気にする

・献金について学ぶ

みことばによって

11



参加者：高見俊雄兄（河内長野）・浅川真一兄（寝屋川）・原田充兄（星田）

近藤恵美子姉（大和）・本村勲兄（枚方）・福本和宏兄（堺中央）

菊地巧兄（総持寺）

・悩みごとの共有：会計リフト等

・科目の統一について話し合い

班会計科白の内容について

・会計担当者により、理解が異なる事が良く分かった。

②菊地兄からの提案の科目理解を共有

・広宣費をなくす

・講師謝礼は集会目的に応じて分類

・消耗品は教壇報告時には備品営繕費に

・振り込み手数料は電通費に

・コインパーキング駐車料は交通費に

12



二二一念教会での結婚への取り組み

参加者：口中尚子姉（泉北）・多比良恵美子姉（総持寺）・岩倉勇子姉（総持寺）

藤田孝司兄（枚方）・芳村節子姉（大和）・板倉由寅男兄（泉北）

・婚溝は必要である

・MB間で助け合う：情報交換は大事日

・他教団との交流

・各教会にシステム作り：アドバイザーが必要

13



喜一1教会運　を支える信徒になる

参加者：高見薫姉（河内長野）・杉佐知子姉（堺中央）・東山富昭兄（泉北）

鍬田速明兄（星田）・今井三鈴姉（寝屋川）・神吉好美姉（千里）

・教会に関心を持つ

・協会員同志で良い交わりを持つ

⇒お互いを良く知るために

⇒賜物をし、賜物を活かす場所を提供する

・健全な教会生活

⇒教会のリーダーはイエス・キリスト

⇒役員（リーダー）と教会員の思いの一致

・各役員の姿勢

⇒「ゲストからホストへ」

⇒自らがしもへとなって教会・兄弟姉妹に仕える

14



＠二2．敬重運筆阜支え冬草廷阜；＿卑尋

参加者：渕上博（星田）・坂本高英兄（総持寺）・谷塚贋志兄（堺中央）

松野晃三見（堺中央）

サ牧師一人に重荷を負わせない

②牧師批判をしない

③出来るだけ多くの信徒が奉仕できるように

④牧師と信徒のビジョンの一致

⑥情報を共有して祈り合う

⑥違いに目を止めないで、同じ所を見る

⑦若い世代をサポートして働きに参加してもらう

⑧粟野ら子へ　ー　信仰の

⑨その他

承

15



二号）家庭での夫婦の役割

参加者：山村登起男兄 ・西澤文子姉（河内長野）・森口和子姉高塀中央′i

真鍋恵子姉弓可葦長野）・石井智子姉甥中央一・河野千代み折目堺中限

工ヘリ：3－19

／、誓汚．）

一人天［を還るかこ諾えたキリストの愛を知りことができますように二、こうして、

神こ自重の満ち満ちたさまにまで、あなたが満たされますように」

こうあるへきたと思ってた事が神のみこころではなかった。

参考までこ…　…近放伝　結婚情報（水野健師）
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⑥牧師グループ

参加者：原本篤師享子享卦・畑直樹師（寝屋川い菰田義光師（泉北い杉貴生師汗堺中央）

日中芳文師

北嶋和之師（総持寺）

十字㌧ノズ伝道の情報交換

岩村嘉紀師（大和）・日用雅糸溺而（いずみJ

～役員会の誰がつくる？…・議長OR牧師

3決定機関と実警クルーフとのコミュニケーションについて

・役員と役害上　責任の明確化

・美男クルーフを支配したがる人の取り扱いについて注意！

4クリスチャンホームの子供たちが成長と共に教会につながらない

5ニ誓執云道　一　家の教会　一　日分の家に招く

6忙し過ぎるクリスチャン生活と教会成長とのハランスの取り方

7救われたクリスチャンに伝道する

碍・栗・救いのレベルから変化しようとしない

17
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中国地区　分科会　主要打合せ内容

「献金て何だろう」

目　時：2016年6月25日（土）12：30、・14：30

場　所：広島北教会1艦多目的童奥

号十一：神田政審軋　凋南ノ　ー加納恵子姉成島北）　山本紀子姉（広島北J

大嶺　尚見目二島曹）　土方牽裕（MST）　　（計5名）

◇献金に関する聖書力みことば

マラキ書　3：ト1〔き　　神様は天の窓を開いて、祝福を与えることの出来るお方

ルカ　21：十、4　　　　金銭に対する神様の価値観と、人間の価値観は違う

私達誉どの様な思いで、献金をしている√亘、二　ただ義務感で献金してい〆賞、か

神様は人の心をじ／十ヒ見
人誉うわ工を見ろ

神様に隠したり誤魔化し

一丁‾．十・

、イJ

J、、
．′ノ1、

一．i・．

J　．、．．．一

られるお方
主は心を見る　1日サムエル16：71））

りは絶対の出来ないことを覚えて、神様に全て打ち明け、
自分の弱きや醜さも曝け出して、神様のお取り扱いを頂くことが第一歩である

自分の出来ることを、きっちりすることが大切

宝のある所に、その人跡亡、むある、－

献金は、信仰直レべ′レを示すバロメーターでもある、＿、

今後は、みことばを実践することを、信仰生活の基本としたい。

『受けるよりも与えるほうが幸いである∵』（■使徒の働き20：35）
与えることに上る恵みや喜びを、しっかり受け止めて行きたい

18



中同地区　分科会

徽教会迅雷を支える信徒になる

分科会A

メン／・∴－：リム鳥北〕告本姉、日石姉、濱崎姉、替藤姉、飯塚姉、凋南〕神冊市

・結論

教会は変化してきている

トノブダウンはできにくくなってきている

叛余は牧師、運拓ま信徒がしなくではならない

高齢化している中で、運淵は難しく　できることが狭くなっている

ゲストからホスト＼　▲人一・▲人ができることを意識していく必要がある

・意見

変化していく時にカルチャーショックが大きい

木だに受け入れかたい

叛柚がクレーーマ一刀柚談柏手になってほしい

いろんな所を通され、訓練され、今になってそのことが必要だと思える

今は恵まれていると思う

信仰が幼いことがあるともめ事がある

高齢化の中で今創時代について行くには脹ら才した人に負担がかかる

例えば　会計、教用からのメ一一ル、週報作成、掃除

教会は動いていると思う予これから先そう導かれるかわからないが、しなやかに対症‖従

う）ことが大切だと思う

信仰をなくすような教会の支え万はどうかと思う

19



分科会B

メンバー：〔広島北〕飯塚兄、金尾姉、伊本姉、久保姉、丸太姉、樋上姉、

〔周南〕石光兄、〔尼崎〕吉田兄

・奉仕（仕える）形

尼崎教会牧師が不在となり信徒一人一人が自主的に奉仕を分担するようになった

広島北教会・周南も同様に信徒が奉仕を分担した

・運営を支える難しさ

高年齢、少人数、生活の違い、世代、信仰継承

高齢で身体的に礼拝に来ることができない

10年後のことを考えると心配

牧師の立場（働き方）

・信徒になる（ゲストからホストへ）

兄弟、家族で喜びを共有する

交わることの大切さ

広島西のお話し、訓練も大切

3教会の働きが一人ひとり考えるステップになり自主的な活動につながった

・これから（ホストとして全般）

若い人、家族、知人へどのようにアプローチするか考える

祈ること　主に期待することが大切

教会毎に独自性をもって仕える　喜ぶ共同体として自分に何ができるか

外部に発信することが大切ではないか

活動を広げる　（他教会、地域に）

今日の話し合いでこれから大いに期待する

・教団への要望

教団と教会の交わりを深めたい

20

以上



2016年度東海地区役鼻・リーダー等成長研修会

分科会記録（2－1）

2016年6月26日

参加者5名‥優名1名J・（小牧1名）・（豊田棄2名）・（藤力丘1名）

（1）資質

・人に対して中立

・牧師に対しても、ものが言える。

（2）霊性

・神様と1対1の関係、い訓こすべてのことを神様に話して告白できるか。そこに恵

みの秘訣がある。

・信仰が独善的でなく、謙遜であること

・聖書に書いているままを実行する信仰

・役員は、教会の実務面を担っている面もある。

（3）役割

・役員会に出る。柔軟なやり方が必要

・牧師の靂」－ダーシップを尊重しサポートする。その要請に応える。

ただし、牧師が気付かない部分も分かち合う。

・牧師は校会が中心、役員は信徒とのコミュニケーションを取る。

・教会ピジョンについては、牧師のピジョンも大事だが、役員も

長期的、異体的な教会ビジョン作成に参画すべきでは。

21



2016年度東海地区役員，リーダー等成長研修会

分科会記録（2－2）

2016年6月26日

グループC「教会役員の　□　霊性、役割って何つ

参加者4名：（桑名2名い（藤が丘1名）・（和合1名）

新しいチャレンジ（役員の役割）

（1）信徒とのコミュニケーション

・役員は指示しがちだが、他の信徒の話を傾聴することが重要

・相手に対する関心・敬意を持って話しかける。家庭を解放

・礼拝での事務的な挨拶で終わらず、神の家族としてのコミュニケーションをめざし、

役員はそのリーダー役を！

（2）牧師との連携

・役員は、牧師と信徒間の橋渡しを行う。

・教会の規模によって役員の働きも違う。教会規模に応じて、交わりの

できる体制の再構築を、牧師と共に役員も担う。

教会規模によって、家族的な1つの交わり⇒スト円いγによる再構築

（3）伝道イベント

・有名人を呼んだイベントは、その時人が集まってもすぐに礼拝に繋がら

ない。・種まきと地道な活動の両方がいる。長い目で祈る姿勢

22



2106年度役昌リーダー等研修会写宣

＋．＼、・▲∵＼＼●●由

中国地区集合写真

pp、ロ

乗海地区眞鍋牧師メッセージ＆分科会

′り主管

■一・J■■
■・二・二二二二

▼■Fr■
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メ
ッ
セ
ー

ジ
を
開
く
事
が
出
来
る
方
法
と
し

て
「
フ
ェ
イ
ス
タ
イ
ム
し
、
ア
ッ
プ
ル

社
の
無
料
ソ
フ
ト
で
ラ
イ
ン
を
通
じ

て
出
中
牧
師
の
御
言
葉
と
姿
を
見

な
が
ら
開
く
零
が
出
来
ま
し
た
。
概

ね
良
好
に
大
阪
北
都
地
区
は
聞
け

て
見
え
た
と
の
感

想
で
す
∴

研
修
会
は
恒

例
の
各
教
会
紹

介
へ
3
分
以
内
）

分
科
会
は
事
前

に
M
S
T
が
昨
年

の
意
見
を
参
考
に

テ
ー
マ
を
決
め
ま

し
た
∵
守
献
金
で

な
ん
だ
ろ
う
守
会

計
担
当
者
の
集
い

す
教
会
で
の
結
婚

へ
の
取
り
組
み
寸
二

教
会
運
営
を
支
え
る
信
徒
に
な
る

⑤
家
庭
で
の
夫
婦
の
綾
割
⑥
牧
師

グ
ル
ー
プ
と
別
れ
で
話
合
い
を
持

ち
、
活
発
な
論
議
と
笑
い
が
起
こ
る

中
模
造
紙
に
そ
の
話
合
い
の
ま
と
め

を
書
い
て
、
各
グ
ル
ー
プ
別
に
教
え

ら
れ
た
事
に
つ
い
て
発
表
を
行
い
内

容
を
共
に
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

今
回
は
テ
ー
マ
を
決
め
て
話
合
い

を
す
る
事
で
的
を
絞
り
内
容
の
濃

い
話
合
い
が
出
来
た
革
、
会
計
担
当

の
方
は
勘
定
科
白
を
何
に
す
べ
き
か

一
人
で
悩
ん
で
い
た
が
、
共
に
話
合

い
が
机
来
て
理
解
も
出
来
た
と
の
コ

メ
ン
ト
も
頂
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は

神
の
家
族
、
神
の
共
同
体
で
す
。
共

に
学
び
舎
お
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
（
．
　
　
　
　
　
　
（
河
野
和
雄
）

■
中
国
地
区

中
国
地
区
で
は
広
島
北
教
会
に

て
、
三
教
会
か
ら
と
M
S
T
か
ら

と
竹
田
溝
師
と
で
計
二
二
名
が
参

加
し
て
行
い
ま
し
た
。

■
、
一

神
様
の
賓
と
恵
み

を
改
め
て
覚
え
る

良
い
棟
会
に
も
な

り
ま
し
た
。

三
教
会
二
牧
師

体
制
に
、
教
団
か

ら
様
々
な
形
で
の

支
援
を
受
け
て
い

る
こ
と
を
、
ま
た

今
研
修
会
の
開
催

役
員
・
ヤ
身
－
曇
1

藩
主
を
、
皆
様
と
て
も

感
謝
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。（

土
方
嚢
裕
）

国
中
師
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
か

ず
、
急
速
、
竹
田
師
が
レ
ジ
メ
に

従
い
代
読
す
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ

り
ま
し
た
が
、
少
子
高
齢
化
と
教

会
貝
の
減
少
に
悩
む
中
同
地
区
に

と
っ
て
、
「
ゲ
ス
ト
か
ら
ホ
ス
ト
へ
」

と
い
う
内
容
は
、
信
徒
が
教
会
の

通
常
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
意
識

す
る
か
を
考
え
、
今
後
の
信
仰
生

活
の
姿
勢
を
示
す
皇
安
な
カ
ギ
に

な
る
と
再
認
識
致
し
ま
し
た
。

三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
で
の
分

科
会
も
、
普
段
は
話
せ
な
い
問
題

意
識
や
悩
み
等
の
話
が
で
き
て
そ

の
結
果
、
お
互
い
の
群
解
が
一
層
深

ま
っ
た
こ
と
が
感
謝
で
し
た
。

広
島
酉
教
会
や
関
南
教
会
の
少

な
い
教
会
貝
で
も
、
各
人
が
忠
実

に
ご
奉
仕
さ
れ
、
真
剣
に
神
様
に

向
き
合
っ
て
信
仰
生
活
を
送
っ
て

お
ら
れ
る
姿
勢
に
も
励
ま
さ
れ
、

雷
東
海
地
区

東
海
地
区
の
役
目
研
條
会
は
、

6
月
淡
口
㈲
午
後
、
豊
臣
簡
教
会

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
　
東
海
地
区

の
研
修
会
は
例
年
6
月
に
持
た
れ

て
い
ま
す
、
‥
5
教
会
壷
嘉
、
小
牧
、

登
用
東
、
藤
が
丘
、
舟
合
）
　
か
ら

今
回
は
、
牧
師
を
含
め
飾
名
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
′
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ギ
タ
ー
片
手

に
搬
良
師
の
哲
実
り
・
～
ド
か
ら
始

ま
り
、土

特
別
請
満
∵
聖
轟
的
牧
師
像
、

役
員
像
の
一
考
察
L
 
h
眞
錦
草
師
）

で
は
、
マ
タ
イ
1
6
寧
尊
よ
り
、
教

会
形
成
は
キ
リ
ス
ト
ご
白
身
の
わ

ざ
で
あ
る
。
頭
な
る
キ
リ
ス
ト
に
忠

実
に
従
い
、
生
活
の
全
鶴
城
で
圭

を
証
す
る
役
員
像
が
強
調
さ
れ
ま

し
た
、う

一
お
証
し
「
役
員
を
韓
験
し
て
仙

人
拝
見
へ
常
寮
心
　
で
は
、
役
目
に

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
し
て
・
牧

師
が
十
分
礼
拝
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
備
え

が
で
き
る
よ
う
、
信
徒
で
で
き
る
こ

と
は
倍
徒
が
奉
什
す
る
蠍
別
に
努

め
る
了
新
し
い
試
み
を
精
髄
的
に

受
け
入
れ
る
姿
勢
∴

・
3
グ
ル
ー
プ
討
議
は
、
、
．
役
目
の

資
質
、
雷
性
、
役
割
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
話
し
合
わ
れ
、
そ
の
報
告
で
は
、

（
資
質
㌻
信
徒
の
話
に
鱗
聴
す
る
∴

牧
師
の
リ
ー
ダ
i
、
ン
リ
ブ
を
尊
重
し

つ
つ
、
牧
師
に
対
し
て
旋
言
で
き
る

｛
役
割
㌻
風
通
し
の
よ
い
教
会
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
、
役
‥
日

は
、
牧
師
と
信
徒
間
の
僑
渡
し
役

を
果
た
す
一

ま
た
、
会
計
轟
当
グ
ル
ー
プ
で

は
、
献
金
ア
ピ
ー
ん
の
苦
労
が
語
ら

れ
、
牧
師
グ
ル
ー
㌧
了
で
は
、
「
炸
騒
…

「
海
外
宣
教
師
」
を
テ
！
マ
に
語
ら

れ
た
と
の
報

告
が
あ
り
ま

した。研
棒
金
は
、

澄
田
束
教
会

の
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
　
側
恵
み

の
家
．
心
　
も
利

耕
し
て
、
和

気
あ
い
あ
い

の
内
に
持
た

れ
、
今
後
の

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
敦
ノ
よ
で

じ
様
な
鋤
き
を
し
て
下
さ
り
て

る
役
貞
同
上
が
考
え
や
思
い
を
・

か
ち
合
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
竃

惰
報
か
交
換
さ
れ
、
今
後
の
祈
・

の
課
題
を
井
有
で
き
た
事
に
感
‥

し
辛
干
し
た

今
回
参
加
で
さ
な
か
∵
だ
教
・

員
二
元
旨
誓
　
■
の
暑
様
も
、
こ
の

う
な
素
晴
ら
し
い
分
か
ち
合
い

堀
に
是
非
参
加
し
て
頂
け
る
よ
、

お
祈
り
致
し
ま
す
　
　
（
栗
栖
黒

教
会
尚
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

欺
符
で
き
そ
う
で
す

（
酒
丼
昭
男
）

■
大
阪
北
部
地
区

6
月
2
5
日
比
武
簸
川
教
会
に
て

研
修
会
を
実
施
致
し
ま
し
た
小
　
吏

教
会
〓
尼
崎
∴
小
橋
・
大
阪
セ
ン

ト
ラ
ル
グ
レ
！
ス
・
大
阪
ハ
イ
プ

ル
チ
ャ
！
チ
・
恵
み
の
丘
・
平
野
・

武
席
川
）
　
か
ら
牧
師
含
む
約
知
名

勘
参
加
が
あ
り
ま
し
た
「

牛
前
の
部
で
は
想
定
外
の
ハ
ブ

l
T
ノ
ダ
一
続
き
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

参
加
し
て
．
卜
き
っ
た
兄
弟
姉
妹
、

皆
様
の
愛
に
よ
り
、
何
と
か
サ
定

通
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
行
で
き
て

感
謝
し
て
お
り
ま
す

撞
度
は
全
日
∴
播
言
回
し
場
所

で
武
庫
吊
の
兄
弟
姉
妹
が
準
備
し

て
ド
き
っ
た
オ
り
∴
シ
ナ
ル
弁
当
・

ワ
ラ
ビ
餅
　
l
‥
筆
入
れ
ま
で
す
り
∴
シ

ナ
ル
ー
を
堪
能
し
つ
つ
、
楽
し
い

寺
ハ
わ
り
の
時
を
遇
こ
†
墨
か
で
き

ま
し
た
．

そ
の
後
の
分
科
会
∵
は
6
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
活

発
な
祭
兄
交
換
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
　
特
に
一
教
会
で
の
結
婚
の

取
り
窮
み
」
を
テ
ー
マ
工
し
た
グ

ル
ー
プ
発
友
で
は
、
教
は
に
持
し

て
賞
杯
的
な
溝
動
提
案
が
あ
り
、

宥
苦
右
バ
リ
ー
を
懐
手
ま
し
た


